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催 ::書面議決で開

で全ての議案

第12回本部総会

代表役員全員の賛成

ご
挨
拶

会
長
　
鈴
木
　
政
雄

会
員
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は
、
２
０
２
０

年
は
中
央
ろ
う
き
ん
友
の
会
が
発
足
し
て

１
０
年
目
を
迎
え
た
記
念
す
べ
き
年
で
し

た
が
、
１
月
に
新
型

コ
ロ
ナ
に
よ
る
感
染

が
報
道
さ
れ
、
そ
の
後
は
日
を
追
う
ご
と

に
世
界
的
に
感
染
が
拡
大
す
る
事
態
と
な

り
ま
し
た
。

新
型

コ
ロ
ナ
の
感
染
症
で
、
買
い
物
や

旅
行
等
、
日
常
生
活
に
お
い
て
様
々
な
ご

苦
労
を
さ
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
ご
推
察

い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
に
対
す
る

新
薬
の
開
発
に
お
い
て
世
界
の
研
究
者
が

日
夜
努
力
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
な
か
な

か
完
成
が
進
ま
ず
世
界
中
が
不
安
な
日
々

を
過
ご
し
て
お
り
、
新
薬
の

一
日
も
早
い

完
成
が
待
た
れ
ま
す
。

中
央
ろ
う
き
ん
友
の
会
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、

会
員
の
皆
様
に
ご
参
集
い
た
だ
く
こ
と
が

困
難
と
な

つ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
各
地
区

本
部
、
支
部
に
お
い
て
出
来
る
限
り
活
動

の
自
粛
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
が

一
日
も
早
く

収
束
し
、
諸
活
動
が
再
開
で
き
る
こ
と
を

願
っ
て
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

■
第
１
２
回
本
部
総
会
報
告
―

２
０
２
０
年
１
０
月
２
日
に
開
催
し

た
第

１
２
回
中
央
ろ
う
き
ん
友

の
会
本

部
総
会
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
が
続

い
て
い
る
状
況
下
に
あ
る

た
め
、
三
役
会
議
と
し
て
は
代
表
役
員

が

一
堂
に
集
ま
る
こ
と
は
感
染
リ

ス
ク

が
高

い
と
判
断
し
、
書
面
議
決
を
行
う

こ
と
を
決
め
、
代
表
役
員
全
員

の
了
解

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１
０
月
２
日
は
、
鈴
木
会
長
以
下
三

役
が
書
面
議
決
書

の
確
認
作
業
を
行

い

ま
し
た
。

■
「支
部
会
報

コ
ン
ク
ー
ル
」

来
年
も
継
続
し
て
実
施
！

そ
の
結
果
、
報
告
事
項
４
項
目
と
審
議

事
項

「
２
０
１
９
年
度
会
計
報
告
」、
「
２

０
２
０
年
度
中
央
ろ
う
き
ん
友
の
会
活

動
方
針
（案
と
、
「
２
０
２
０
年
度
中
央
ろ

う
き
ん
友
の
会
予
算
（案
ご
、
「
２
０
２
１

年
度
地
区
本
部

。
支
部
予
算
配
賦
（案
ご

「本
部
役
員
補
充
選
考
」
の
５
議
案
は
、
代

表
役
員
１
５
名
全
員
の
賛
成
で
承
認
さ

れ
た
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

な
お
、
本
部
役
員
補
充
選
考
は
群
馬

地
区
本
部
井
上
良
治
会
長

（本
部
会
計

監
査
委
員
）
逝
去
に
よ
り
、
本
部
役
員

に
欠
員
が
生
じ
た
た
め
、
そ
の
補
充
を

行
う
た
め
実
施
し
た
も
の
で
す
。
補
充

選
考
の
承
認
を
受
け
て
、
同
日
開
催
し

た
三
役
会
議
に
お
い
て
、
井
上
会
計
監

査
委
員
の
後
任
に
小
林
裕
満
氏

（茨
城

地
区
）
、
本
部
委
員
の
後
任
に
岩
丸
好

雄
氏

（群
馬
地
区
）
を
補
充
選
任
い
た

し
ま
し
た
。

５
年
間
本
部
役
員
と
し
て
友

の

会

の
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま

し
た
井
上
良
治
会
計
監
査
委
員

（群

馬
地
区
前
橋
支
部
）
が
７
月
１
２
日

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

_ ∪‐

学策ろ
,き ん友の会 本部 総妻

議決権行使書を確認する
三役の皆さん

田中本部委員
(山梨 )

岩丸本部委員

(群馬 )

小林会計監査委員

(茨城 )

鈴木政雄会長
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第

２
８
回
本
部
役
員
会
議
は
２
０

２
０
年

１
１
月
１
０
日
、
千
代
田
区

一
ツ
橋

に
あ

る
日
本
教
育
会
館
内

「喜
山
倶
楽
部
」
に
本
部
役
員
全
員

の
参
加
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
に
先
立
ち
鈴
木
会
長

の
挨
拶

が
あ
り
、
続
い
て
来
賓

の
中
央
労
働

金
庫
曽
我
営
業
統
括
部
次
長
よ
り
ご

挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

議
事
は
、
鈴
木
会
長
を
議
長
に
、

３
議
題
を
審
議
し
ま
し
た
。

一
、
「本
部
役
員
の
補
充
選
任
に
つ
い

て
」
は
、

１
０
月
７
日
、
地
区
本
部

総
会
で
退
任
し
た
山
梨
地
区
本
部
竹

井
基
会
長
の
後
任
と
し
て
、
田
中
甲

子
男
会
長
を
本
部
役
員
と
す
る
こ
と

を
全
体
で
確
認
し
ま
し
た
。

■

現
在
掲
載
さ
れ
て
い
る
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

（Ｈ
Ｐ
）
「
活
動
報
告
」

掲
載
物
の
自
動
削
除
は
掲
載
日

よ
り
２
年
経
過
し
た
時
点
と

な
り
ま
す

（今
年
度
限
り
）
。

二
、
「Ｈ
Ｐ
掲
載
物
の
自
動
削
除
期
間

の
１
年
延
長
に

つ
い
て
」
は
、

２
０

２
０
年
は

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
支
部
活
動
を
自
粛
し
て
お
り
、
「
Ｈ

Ｐ
運
営
規
則
」
に
則
し
た
対
応
で
は

Ｈ
Ｐ
の
掲
載
物
が
無
く
な

っ
て
し
ま

う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

今
年
度
に
限
り
現
在
掲
載
中

の
活
動

報
告

の
自
動
削
除

の
期
限
を
掲
載
日

か
ら
１
年
延
長
し
て

「
２
年
経
過
」

し
た
時
点
と
す
る
こ
と
を
全
体
で
確

認
し
ま
し
た
。

第
２
８
回

「
本
部
役
員
会
議
」
開
催
！

■

「財
政

・
会
則
等
見
直
し
検
討

グ
ル
ー
プ
」
（仮
称
）
の
設
置
を

確
認
！

三
、
「財
政

。
会
則
等
見
直
し
検
討
グ

ル
ー
プ

（仮
称
）
の
設
置
に

つ
い
て
」

は
、
今
年
３
月
で
中
央
ろ
う
き
ん
友
の

会
が
発
足
し
て
１
０
年
経
過
し
た
こ

と
を
踏
ま
え
、
「財
政
」
や

ズ
ム
則
」
等

の
見
直
し
に

つ
い
て
、
「検
討
グ
ル
ー

プ
」
の
設
置
を
確
認
。
合
わ
せ
て
、
各

地
区
本
部
で

「検
討
グ
ル
ー
プ
」
当
面

の
役
割
を
議
論
し
、
地
区
本
部

の
意

見
な
ど
を
次
日
本
部
役
員
会
議
に
持

ち
寄
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
な
お
、

検
討
グ

ル
ー
プ

の
メ
ン
バ
ー
は
来
年

２
月
末
ま
で
に
確
定
す
る
予
定
で
す
。本部役員会議の模様 (撮影時のみマスクを外 しました)

―
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2020年 被 災地支援商品購入 協力先一覧

(2020年 2月 17日 ～5月 7日 )

2020年 は新型 コロナ ウイル感染拡大防止の

観点から支部活動を自粛 していただいたことか

ら、被災地支援商品の斡旋は5月 7日 をもつて終

了いた しました。ご協力いただいた支部の皆様
には厚くお礼申し上げます。

2019年度支部会報コンクールには56部より応募をい

ただきました。応募いただきました支部関係者の皆様には

厚く御ネL申 し上げます。

■中央ろうきん友の会会長賞 (1作品)

東松山支部 (埼玉)

■中央ろうきん友の会副会長賞 (1作品)

つくば支部 (茨城 )

■中央ろうきん友の会特別賞 (2作品)

館山支部 (千葉 )

横須賀支部 (神奈川 )

■中央労働金庫賞 (5作品)

大みか支部 (茨城)宇都宮支部 (栃木)

太田支部 (群馬) 熊谷支部 (埼玉)

甲府支部 (山梨)

■提携先団体賞 (5作品)

☆ (株)勤労者サービスセンター賞 (2作品)

市谷支部 (東京)

茅ヶ崎支部 (神奈川 )

★ (株)労金カー ドサービス賞 (1作品)

水戸支部 (茨城 )

☆尾瀬高原ホテル賞 (1作品)

下館支部 (茨城 )

★濠1団前進座賞 (1作品)

中野支部 (東京 )

■
南
三
陸
産

「
わ
か
め

・
昆
布
」

２
０
２
１
年
も
斡
旋
し
ま
す
！

東
日
本
大
震
災
被
災
地
支
援
商
品
で

あ
る
、
南
三
陸
町
今
野
さ
ん
の
「わ
か
め
」

と

「昆
布
」
を
来
年
度
も
斡
旋
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
１
１
月
１
０
日
よ
り
事
務
長
は

神
林
泰
勝
か
ら
植
木
正
義
に

交
代
し
ま
し
た
。

螂

2019年度「支部会報コンク…ル」

茨城地区 水戸支部

埼玉地区 東松山支部

千葉地区 茂原支部・成田支部

東京地区 一ツ橋支部

神奈川地区 中原支部 。厚木支部

友の会本部事務局からのお知らせ !!

植木正義新事務長



か

つ
て
石
炭
産
業
で
栄
え
、
童

謡
詩
人

・
野
口
雨
情
や
日
本
美
術

隆
昌

の
地
で
知
ら
れ
る
北
茨
城
市

の
労
金
磯
原
支
店
が
誕
生
し
た
の

は
昭
和
３
１
年

の
こ
と
で
、
県
内

３
番
目
の
支
店
で
し
た
Ｇ
こ
こ
を

拠
点
に
活
動
す
る
中
央
ろ
う
き
ん

友
の
会
磯
原
支
部
は
正
会
員
９
０

０
人
余
り
で
様

々
な
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
様

々
と
い
っ
て

も
定
番
物
が
中
心
で
、
３
月
の
囲

碁
将
棋
大
会
、

５
月
の
宿
泊
親
睦

旅
行
、
秋
の
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ

エ

ー
シ
ヨ
ン
大
会
は
、
輪
投
げ
と
吹

矢
を
セ

ツ
ト
に
し
た
も
の
で
、
毎

回
、
会
場
は
歓
声
と
溜
息
に
包
ま

れ
ま
す
。
春

の
宿
泊
旅
行
は
今
で

は
バ
ス
２
台

の
規
模
で
す
が
、
数

年
前
ま
で
は
３
台
定
員
に
希
望
者

殺
到
の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

こ
こ
で
当
支
部
と
し
て
特
筆
す
べ

き
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。
各
行
事

を

つ
つ
が
な
く
進
め
る
た
め
、
そ総会の模様

イ
ベ
ン
ト
の
成
功
を
期
し
て

年
２
０
回
も
の
三
役
会
　
役
員
会
を
行
っ
て
い
ま
す

茨
城
地
区
本
部
　
磯
原
支
部

の
前
段
に
三
役
会
、
役
員
会
を
開

催
し
ま
す
が
、
そ
の
数
は
年
間
２

０
回
近
く
に
も
な
り
、
そ
の
都
度

足
を
運
ぶ
役
員

の
熱
意
に
は
頭
が

下
が
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
、
こ
う
し
た

行
事
は
も
と
よ
り
会
議
さ
え
も
持
て

な
い
状
況
で
す
が
、
普
段
の
生
活
と

通
常
の
友
の
会
活
動
を
早
く
取
り
戻

し
た
い
と
皆
願
っ
て
い
ま
す
。

友
の
会
磯
原
支
部

会
長
　
白
橋
　
茂スポーツレクリエーションコル フ大会

埼
玉
県
の
中
心
部

（
へ
そ
）
に

東
松
山
は
位
置
し
て
お
り
、

３
市

６
町
１
村
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
松
山
は
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

の
街
と

し
て
、
国
際
的
イ
ベ
ン
ト
の
日
本

ス
リ
ー
デ
ー

マ
ー
チ
が
開
催
さ
れ

て
お
り
、
食
べ
物
は
独
特
な
味
噌

だ
れ
で
食
す

「や
き
と
り
」
（豚
の

カ
シ
ラ
肉
を
ネ
ギ
間
に
し
た
串
焼

き
）
が
有
名
な
街
で
す
。
県
外
市

外
の
お
客
様
は
必
ず
食
べ
て
帰
り

ま
す
。

東
松
山
支
部
は
正
会
員
１
４
１

６
名
で
構
成
さ
れ
、
支
部
役
員
は

９
名

（内
女
性
役
員
３
名
）
、
相

談
役
２
名

（
元

。
前
会
長
）

の
１

１
名
に
て
企
画

・
運
営
を
し
て
い

ま
す
。

支部ゴルフコンペホテル会議室での総会

友
の
会
の
諸
活
動
を
通
じ
て

会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
楽
し
く
交
流
し
て
い
ま
す
！

埼
玉
地
区
本
部
　
東
松
山
支
部

主
な
支
部
活
動
は
春
に
日
帰
り

バ
ス
ハ
イ
ク
、
秋
に
宿
泊
バ
ス
ハ

イ
ク

（総
会

・
懇
親
会
）
、　
ハ
イ

キ
ン
グ
年
２
回
、
ゴ
ル
フ
年
４
回
、

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
年
２
回
を
実
施
。

実
施
に
当
た

っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

に
責
任
者
を
配
置
し
、
企
画
を
任

せ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
に
は
東

松
山
支
部

の
特
徴
は
歴
史
探
索
と

柚
子
狩
り
を
恒
例
行
事
と
し
て
毎

年
実
施
し
て
い
ま
す
。
歴
史
探
索

は
極
力
下
見
を
し
て
、
現
地
の
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
ガ
イ
ド
付
き
を
探
し
、

素
通
り
の
見
学
に
な
ら
な

い
よ
う

実
り
あ
る
探
索
を
し
て
い
ま
す
。

友
の
会
東
松
山
支
部

会
長
　
室
田
　
勘
助ハイキング部みかん狩 り 支部宿泊懇親旅行

日
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一簿

対象となるお取引
〈中央ろうきん)に年金受取(公的年金、企業年金)をご指定の方による、ろうきん
ダイレクトのインターネット/モバイリレバンキングでの普通預金からのお振込。
※当金庫のシステムにて判定可能なご契約に限ります。

キャッシュバックの回数 お1人様あたりlヵ月につき日付・時刻の早い順に3回までとなります

キャッシュバックの時期 毎月分をまとめて、翌月 20日 (休業日の場合は前営業日)にお客様の
(中 央ろうきん)普通預金口座へご入金します。

インタ¨ネット′ジ キングでの銀り込みによる掘込季数料を月 3回 までキャッシ昌バック ]

年 金 受 取 は、く 中 央 ろ う きん >ヘ

※キャッシュバックサービスは個人のお客様が対象となります。

詳しいお問い合わせ 。ご相談は〈中央労働金庫〉の最寄りの営業店へお問い合わせください。2020年 10月 1日現在 lt‐ |:ヽ■■ .=



コ
ロ
ナ
で
レ
ク
等

が
中
止
に

宇
都
宮
支
部
は
正
会
員
６
７
０
名
。

会
員
同
士
の
親
睦
と
交
流
を
深
め
る

レ
ク
活
動
は
、　
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
た

め
ほ
と
ん
ど
中
止
を
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
り
ま
し
た
。

昨
年
度

の
活
動
か
ら
、
支
部
最
大

の
イ
ベ
ン
ト
、
１
泊
旅
行
に

つ
い
て

報
告
し
ま
す
。

昨
年
１
１
月
６
日
～
７
日
、
３
６

名
が
参
加
し
て
、
新
潟
県
湯
沢
町
の

岩
原
温
泉

へ
出
か
け
ま
し
た
。

快
晴
の
宇
都
官
を
出
て
、
長
い
関

越
ト
ン
ネ

ル
を
抜
け
る
と
小
雨
、
関

東
と
の
違
い
を
実
感
。

往
き
に
は
、
日
本
で
初
め
て
の
砂

防
ダ
ム
で
文
化
庁

の
登
録
有
形
文
化

財
で
あ
る
大
源
太
湖
を
見
学
し
て
か

ら
ホ
テ
ル
ヘ
。
温
泉
に
つ
か
つ
た
後
、

お
楽
し
み
の
懇
親
会
で
す
。

総会の模様

栃
木
地
区
本
部
　
宇
都
宮
支
部

懇
親
会
は
参
加
者

の
自
己
紹
介

の

後
、
会
員
２
名
の
マ
ジ

ッ
ク
で
盛
り

上
が
り
、
カ
ラ
オ
ケ
で
は
そ
れ
ぞ
れ

自
慢
の
ノ
ド
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

復
路
は
魚
沼
市
の
西
福
寺

へ
ｃ
こ

こ
の
開
山
堂
に
は
、
幕
末
の
名
匠
石

川
雲
蝶
の
素
晴
ら
し
い
彫
刻
が
あ
り
、

越
後
の
日
光
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
後
、
人
海
醸

造
の
魚
沼
の
里
等
で
お
土
産
を
調
達

し
て
か
ら
無
事
帰
着
し
ま
し
た
。

友
の
会
宇
都
宮
支
部

事
務
局
長
　
稲
葉
　
茂
夫

前
橋
支
部
の
活
動

前
橋
支
部
は
正
会
員
２
９
２
２

名
。
定
期
総
会
時

の
講
演
会
は
、

認
知
症
予
防
、
健
康
寿
命
を
延
ば

そ
う
、

フ
レ
イ
ル
予
防
な
ど
高
齢

者
に
マ
ッ
チ
し
た
も
の
を
選
択
。

昨
年
１
１
月
、
鮭

の
ま
ち
村
上

と
瀬
浪
温
泉

の
旅
で
は
、
伝
統

の

鮭
漁
法
居
繰
網
漁
や
江
戸
時
代

の

風
情
が
今
も
残
る
町
屋
め
ぐ
り
。

帰
り
に
は
感
想
な
ど
聞
き
満
足
な

旅
づ
く
り
に
役
立
て
て
ま
す
ｃ

日
帰
リ

ハ
イ
ク
は
、
バ
ス
３
台

～
４
台
で
花

の
湿
原
栂
池
自
然
園

や
富
士
五
合
目

・
御
中
道

ハ
イ
ク

な
ど
。
大
勢
や
体
力
の
バ
ラ

つ
き

か
ら
計
画
で
は
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が

少
な
く
ゆ

っ
た
り
し
た
日
程
に
し

て
い
ま
す
。

観
劇
で
は
、
バ
ス
３
台
～
５
台

群
馬
地
区
本
部
　
一則
橋
支
部

で
、
登
場
人
物

の
顔
ぶ
れ
、
作
品

の
内
容
で
お
芝
居
を
選
び
、
自
分

の
人
生
と
重
ね
て
か
、
人
気

の
行

事
で
す
。

サ
ー
ク
ル
活
動
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ

ル
フ
部
は
３
０
名
前
後
、
週
２

回
の
練
習
、
年
４
回
の
大
会
を
開

催
。
囲
碁
部
は
４
０
名
前
後
、
年

４
回
の
大
会
、
棋
力
に
よ
り
３
ク

ラ
ス
に
分
か
れ
ま
す
。

ゴ

ル
フ
部
は
４
０
名
程
度
、
年
４

回
の
コ
ン
ペ
、
お
米
、
イ
チ
ゴ
な

ど
産
直

の
参
加
賞
が
大
人
気
で
す
。

ス
ポ
ー

ツ
吹
矢

は
、
毎

月
第

２
、

第
４
水
曜
目
が
練
習
口
、
他

の
団

体

の
大
会
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

友
の
会
前
橋
支
部

副
会
長
　
後
藤
　
親
司

人海山尊神社にて 大源太湖にて

イ ヨボヤ会館前にて

3■・ のまち村上と瀬浪温泉の旅

キャッシュカードの特殊詐欺にご注意ください !!
最近、被害者に安心感を与え編す詐欺が多発していますので紹介します。ご注意ください。

<特殊詐欺① :キャッシュカードすり替え詐欺>
・犯人が用意した封筒に、キャッシュカードと暗証番号を記入したメモを入れさせ、封印のために印鑑を取りに

行かせている隙に、中身が違う別の封筒とすり替え、被害者に封筒を保管させる詐欺
<特殊詐欺② :キャッシュカード切り込み詐欺>
・犯人が日の前でキャッシュカードに切り込み (カードの使用に影響がない場所)を入れ、被害者に使えなく
なったと安心させて暗証番号を聞き出し、キャッシュカードを持ち去る詐欺
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